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会 期：2024 年 8月 31日(土) 

 

会 場：日本歯科大学 新潟生命歯学部 ４号館１階 411番教室 

 

担当世話人:小椋一朗 日本歯科大学新潟生命歯学部歯科放射線学講座 

  



ご案内 

 

【日 時】2024年 8月 31日(土) 13:30～17:30 

 

【会 場】新潟市中央区浜浦町１－８  

日本歯科大学 新潟生命歯学部 ４号館１階 411番教室 

 

【世話人会】12:30～12:55 第 238回関東地方会(本館４階小会議室) 

第 43回北日本地方会 (本館１階会議室) 

 

12:55～13:20 第 31回合同地方会 (本館４階小会議室) 

 

【教育講演】13:30～14:20    座長：小椋一朗 日本歯科大学 新潟生命歯学部 

『日本歯科放射線学会冒険記：関東地方会を中心に』  

鶴見大学 名誉教授 小林 馨 先生 

【一般口演】14:30～16:20  

 

【特別講演】16:30～17:20    座長：小椋一朗 日本歯科大学 新潟生命歯学部 

『認知症発症・進行予防をめざす「攻めの歯科医学」を目指して』 

日本歯科大学 新潟生命歯学部 高齢者医療学 教授 道川 誠 先生 

 

【懇親会】18:00～20:00 新潟市中央区信濃町２－５ 中国飯店 瑞鳳 

 

【大会当日】日本歯科放射線学会の会員の皆様には必ず会員カードの持参をお願いします。 

 

 

  



【一般口演】プログラム（発表＋質疑応答：7 分） 
 

Session 1 (14:30～15:30)       座長：佐々木善彦 日本歯科大学 新潟病院 

 

１．核医学画像解析ソフトウェアを用いた薬剤関連顎骨壊死の定量評価： 

Bone scan index と SPECT/CT SUVとの関連 

白井 愛 日本歯科大学 新潟生命歯学部 歯科放射線学講座 

２．外歯瘻を生じた下顎頬側根分岐部嚢胞の一例 

佐藤仁美 東京歯科大学 歯科放射線学講座 

３．青年期の関節突起頸部骨折に対し、保存的治療で良好な骨形態が得られた１例 

菅野江美 岩手医科大学 口腔顎顔面再建学講座 歯科放射線学分野 

４．頭部ファントムを用いた垂直二重パノラマ X線撮影法における X線管の移動量と 

障害陰影低減効果との関係 

浅倉翔一 日本大学 歯学部 歯科放射線学講座 

５．３D CADモデル生成のための至適 MDCT画像再構成パラメータとは？ 

三輪 旬 日本歯科大学 生命歯学部 歯科放射線学講座 

６．模擬舌癌ファントムによるポケットオーラルエコー®の評価 

林 孝文 新潟大学大学院 医歯学総合研究科 顎顔面放射線学分野 

７．歯科における AI 関連授業の位置付けと方向性について 

西山秀昌 新潟大学大学院 医歯学総合研究科 顎顔面放射線学分野 

８．いわき市における DIYと自治体線量計による家屋線量低減（７） 

森田康彦 いわき市 

 

 

Session 2 (15:30～16:20)    座長：亀田綾子 日本歯科大学 新潟生命歯学部 

 

９．Relationship between CT values and salivary gland SPECT/CT SUV for  

parotid glands in patients with submandibular sialolithiasis 

Yuka Tanabe The Nippon Dental University Niigata Hospital 

10．拡散強調 MRIを用いた歯原性角化嚢胞の ADC値と年齢との関連性の評価 

大塚 航平 日本大学 松戸歯学部 放射線学講座 

11．顎変形症患者の CT 検査で検出された偶発所見 

岩田 洋 日本歯科大学 附属病院 放射線・病理診断科 

12．頭頸部 CTを用いた顔面領域の脂肪体と HbA1cとの関係 

渥美龍雅 日本大学 松戸歯学部 放射線学講座 

13．アルツハイマー型認知症患者の海馬萎縮と咬合支持の関連性について  

谷口紀江 神奈川歯科大学 歯学部 画像診断学分野  

14．FDG-PETの集積パラメータおよびテクスチャ解析による舌扁平上皮癌患者の 

頸部転移評価 

中村 伸 東京医科歯科大学大学院 歯科放射線診断・治療学分野 

15．脂質異常症患者における耳下腺の CTテクスチャ解析 

伊東浩太郎 日本大学 松戸歯学部 放射線学講座 

  



教育講演 抄録 
『日本歯科放射線学会冒険記：関東地方会を中心に』 

鶴見大学 名誉教授 

小林 馨 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 私が日本歯科放射線学会に入会したのは 1980年 4月です。この当時は、各大学の初代、二

代の教授が沢山いらっしゃり学会の成り立ちや出来事を良くお聞きしました。今では、私の

年代の先生方が少なくなり、若手の先生は古老から昔話を聞く機会が少ないのではないでし

ょうか。そんな先生方に私が先達に聞いてきた言い伝えをお話する機会をいただきました。

歴史を知ることは懐古だけではなく、振り返ることによって自己の立ち位置を確認し未来へ

の希望を確かめることだと思います。とは言うものの、私に未来は見えませんので皆様への

期待を勝手にお話します。なお、今日では不適切とされる語句や表現があるかもしれません

が、当時の時代背景を考慮してそのままとする事があります。 

 本学会 HPの学会概要には 1951年 7月に花村信之博士の呼びかけに参集した 9名が研究会

を結成し、同年 9 月 21 日に 23 名が参集して「放射線集談会」の発足から始まったことが記

載されています。この９名に１名が本学病院長でした。こんな話を話していた恩師が 1981年

1月から地方会事務局を引き受けてきました。この時の関東地方会は 9校で構成されました。

ここが冒険記の初期になります。いろいろな方々にお会いし、発表を見聞きしました。歯科

放射線学会は私にとってワンダーランドでした。思い出に残る名言は「日本歯科放射線学会

は予選なき甲子園」（故古川教授）など沢山あり、これを振り返り、明日の糧を考察できれば

と思っています。 

略歴 

1980 年 3月 鶴見大学歯学部歯学科卒業 

4月 鶴見大学歯学部助手（歯科放射線学） 

1988 年  1月 鶴見大学大学院歯学研究科 歯学博士取得  

     4月 鶴見大学歯学部講師（歯科放射線学） 

1992 年  7月 日本顎関節学会学会賞（学術奨励賞）受賞 

     10月 鶴見大学歯学部助教授（歯科放射線学） 

2002 年  4月 日本歯科放射線学会第 7回臨床画像大会大会長 

2004 年 10月  鶴見大学歯学部教授（歯科放射線学） 

2006 年 5月 日本歯科放射線学会理事（～2022年） 

2010 年 4月  鶴見大学歯学部長 （～2016 年 3月） 

2010 年 4月 日本歯科放射線学会第 51回総会・学術大会大会長 

2012 年 6月  日本歯科放射線学会副理事長(～2014 年) 

2014 年 7月 日本顎関節学会理事長（～2016 年 7月） 

2017 年 7月 日本顎関節学会第 30回総会・学術大会大会長 

2022 年  3月 鶴見大学退職 

2022 年 6月 日本歯科放射線学会名誉会員 

7月 日本顎関節学会学会特別賞受賞 

8月  鶴見大学名誉教授  

2024 年 2月 日本歯科医学会会長賞（教育部門）受賞   

 

日本歯科放射線学会指導医,日本顎関節学会指導医,日本口腔科学会名誉会員，日本口腔イン

プラント学会基礎系指導医 

  



特別講演 抄録 
『認知症発症・進行予防をめざす「攻めの歯科医学」を目指して』 

日本歯科大学新潟生命歯学部高齢者医療学 教授 

道川 誠 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

超高齢社会の我が国では、認知症患者数は 700 万人に達すると推計され、その６割を占め

るアルツハイマー病への対応は急務です。本年、疾患修飾薬・レカネマブ（抗体医薬）が米国な

らびに日本で承認され、いよいよ実臨床での導入が始まりました。 

一方で、誰でもなり得る疾患であるがゆえに、真に有効な発症予防や進行予防法の開発は、

医療経済学的観点からも重要です。私はいままで、認知症との関連が指摘されてきた歯科疾患

（歯周病、歯の欠損、咀嚼機能低下など）とアルツハイマー病などの認知症発症との因果関係

を明らかにする研究を続けてきました。 

本講演では、最初にアルツハイマー病とは何か、その臨床症状、脳内病態、治療・予防法開

発の視点などをお話し、その後、歯科疾患とアルツハイマー病発症ならびにその病態進行抑止効

果についてアルツハイマー病モデルマウスを用いた私たちの研究成果を中心にご紹介いたします。

歯周病治療・咀嚼機能改善や口腔ケアなどによってアルツハイマー病をはじめとする認知症の発

症ならびに進行を予防できる可能性についてお話したいと思います。今後の歯科疾患治療・口腔

ケア介入による認知症発症抑止の臨床研究につなげていきたいと考えております。 

 

略歴： 

1985 年 3 月 東京医科歯科大学医学部卒業 

1985 年 5 月 東京医科歯科大学医学部神経内科研修医 

1986 年 1 月 武蔵野赤十字病院内科（神経内科）医員 

1987 年 4 月 関東中央病院内科（神経内科）医員 

1988 年 5 月 都立駒込病院内科（神経内科）医員 

1990 年 5 月 東京医科歯科大学医学部神経内科・助手 

1990 年 12 月 University of British Columbia (Vancouver, Canada)留学 

1994 年 9 月  東京医科歯科大学医学部神経内科助手 

1996 年 3 月  国立長寿医療センター・アルツハイマー病研究部・室長 

2005 年 10 月 国立長寿医療研究センター・アルツハイマー病研究部・部長 

2012 年 4 月 名古屋市立大学・大学院医学研究科 教授 

2017 年 4 月 名古屋市立大学・大学院医学研究科長・医学部長 

2019 年 10 月 名古屋市立大学・大学院医学研究科・脳神経科学研究所長 

2021 年 4 月 名古屋市立大学・学長補佐 

2022 年 4 月 名古屋市立大学・副学長 

2023 年 4 月 日本歯科大学新潟生命歯学部・高齢者医療学 教授 現在に至る 



一般口演 抄録 
 

Session 1 (14:30～15:30) 座長：佐々木善彦 日本歯科大学新潟病院 
 

１．核医学画像解析ソフトウェアを用いた薬剤関連顎骨壊死の定量評価： 

Bone scan index と SPECT/CT SUVとの関連 

白井 愛、小椋一朗 

日本歯科大学 新潟生命歯学部 歯科放射線学講座 

【目的】本研究では骨 SPECT/CT を用いて、薬剤関連顎骨壊死 (MRONJ)患者の bone 

scan index (BSI)、high-risk hot spot、standardized uptake value (SUV)につい

て分析した。【材料・方法】 2021年 5月から 2024年 2月の間に日本歯科大学新潟病

院にて骨 SPECT/CT を施行した MRONJ 患者 60 例を対象とした。SPECT/CT 撮像は、Tc-

99m HMDPを静脈内投与し、4時間後に撮像した。high-risk hot spot の表示と BSIの

算出は核医学解析ソフトウェアにより行われた。SUV の取得は SPECT/CT 画像の再構

成後、画像上にて VOI を設定し、取得した。MRONJ 患者における BSI、high-risk hot 

spot、SUVに関して比較検討を行った。【結果】顎骨において、high-risk hot spotで

示された MRONJの SUV は low-risk hot spot や no-risk hot spot で示された MRONJ

の SUVよりも明らかに高値を示した。【結論】MRONJの high-risk hot spot は SUVに

依存することが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

２．外歯瘻を生じた下顎頬側根分岐部嚢胞の一例 

佐藤仁美 1、音成実佳 1、中島啓 2、松元秀樹 1、和田大岳 1、渡邊章 3、松坂賢一 2、

後藤多津子 1 
1東京歯科大学 歯科放射線学講座    
2東京歯科大学 病理学講座 
3東京歯科大学 口腔顎顔面外科学講座 

下顎頬側根分岐部嚢胞 (MBBC)は下顎感染性頬部嚢胞とも言われ、小児の下顎第一あ

るいは第二大臼歯の頬側に発生する稀な疾患である。患者は８歳男児、右側頬部のし

こりを主訴に、診断および治療目的で当院を受診した。右側頬部に発赤と圧痛を伴う

径約 30 mmの硬結があった。画像検査により、下顎右側第一大臼歯根分岐部の嚢胞性

病変が感染を伴ったものであると診断された。また、同様の嚢胞性病変が左側の同部

位にも認められた。抗菌薬投与を行っていたが、右側頬部には外歯瘻が生じたため、

嚢胞摘出術が施行され。病理組織診断結果は MBBC であった。MBBC は発症年齢および

部位特異性がある疾患であり、的確な画像検査を行い、典型像をとらえることで、診

断を行うことが可能であることが示唆された。 

  



 

３．青年期の関節突起頸部骨折に対し、保存的治療で良好な骨形態が得られた１例 

菅野江美、高橋徳明、泉澤 充、金森尚城、坂本りく、嶋村彩水、坂井諒太、 

毛利裕希、鈴木 舟*、田中良一 

岩手医科大学 口腔顎顔面再建学講座 歯科放射線学分野 

岩手医科大学 口腔顎顔面再建学講座 口腔外科学分野* 

関節突起骨折は下顎骨骨折の好発部位の一つである。予後は年齢に左右され 11 歳以

下ではリモデリングにより良好な骨形態の回復が期待できる。今回われわれは、青年

期でありながら、関節突起骨折後の保存療法で骨形態の回復を得た症例を経験したの

で報告する。患者は 16 歳の女子。転倒による打撲で左側関節突起を骨折した。初診

時の歯科用コーンビーム CT では左側関節突起頸部に骨折と小骨片の前内側転位を認

めた。保存的治療が選択され、約 5 ヶ月後の歯科用コーンビーム CT で、下顎頭相当

部にリモデリングと思われる淡い高吸収域を認めた。11 歳を超えても下顎頭形態の

回復が期待できる可能性が示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

４．頭部ファントムを用いた垂直二重パノラマ X線撮影法における X線管の移動量と 

障害陰影低減効果との関係 

浅倉翔一、佐々木辰彦、野村知世、工藤圭紘、雨宮俊彦、出澤幸、 

松本邦史、新井嘉則  

 日本大学 歯学部 歯科放射線学講座 

【目的】パノラマ X線撮影法では前歯部の根尖において，頸椎の椎間を透過して生じ

た透過像が障害陰影となり診断の妨げとなっている。この問題を解決するために，X

線管の高さを変えて二重撮影を行い，画像を合成することで，障害陰影が軽減するこ

とを報告してきた。しかしながら，Ｘ線管の高さの違いが障害陰影の形成にどのよう

な影響を及ぼすかは不明である。そこで X線管の高さと障害陰影の低減効果の関係に

ついて明らかにすることを目的とした。【材料および方法】ベラビューX800(モリタ製

作所，京都)を使用し，頭蓋ファントムを被写体とした。まず X 線管の高さを０mm で

撮影した。次に+20 mm まで 5 mmずつ上げて撮影し，0 mmの画像と各高さで撮影した

画像を最小二乗法で合成した。各合成画像の障害陰影の部位に ROIを設定し，SDの平

均値を求めた。【結果】SDは 0 mmに対し+5 mm， +10 mmまで急激に変化した。また，

SDは 0 mm に対し+5 mm， +10 mm， +15 mm， +20 mm の合成画像で有意差を認めた。

【結論】障害陰影の低減効果が大きかったのは X線管の高さが 10 mm であった。 
COI：モリタ製作所(京都)、本研究は JSPS 科研費 JP22K10133 の助成を受けたものです。 

  



 

５．３D CADモデル生成のための至適 MDCT画像再構成パラメータとは？ 

三輪 旬 1、神尾 崇 1,2、河合泰輔 1,2 
1日本歯科大学 生命歯学部 歯科放射線学講座 
2日本歯科大学 附属病院 放射線・病理診断科 

【目的】MDCT画像再構成パラメータが 3D CAD（STL）モデル形状に及ぼす影響につい

て検討した。【方法】ヒト乾燥下顎骨を MDCTおよびμCTで撮像したデータを資料とし

て用いた。MDCT画像の DICOM出力時の画像再構成パラメータ（スライス厚、再構成関

数、再構成アルゴリズム）を異にして生成した計 12 個の３D CAD モデルとμCT 画像

から生成した形状基準３D CADモデルを重ね合わせ、形状誤差(3D偏差）を検討した。

【結果】厚いスライス厚は体軸方向の誤差に影響した。また高解像度フィルタ関数の

適用により３D CADモデル表面のノイズが強調された。MDCTに搭載される再構成アル

ゴリズムの強度の違いによっても形状誤差に影響を与えることが明らかになった。

【結論】画像再構成パラメータはその種類によって、生成する 3D CAD モデル形状に

影響を与えたことから、目的に応じたパラメータの最適化とその選択が重要であると

考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

６．模擬舌癌ファントムによるポケットオーラルエコー®の評価 

林 孝文，Prakoeswa Beshlina、髙村真貴、小林太一、新國 農、池 真樹子、 

勝良剛詞、西山秀昌 

新潟大学大学院 医歯学総合研究科 顎顔面放射線学分野 

口腔内エコー装置の性能評価を目的として、模擬舌癌ファントムを株式会社京都科学

社に発注した。ウレタンエラストマーを用い、正常舌粘膜構造を模して表面より粘膜

上皮層、粘膜下（結合組織）層、筋層となるように積層構造とした。模擬癌領域につ

いては、粘膜上皮層と連続性を有する辺縁不整な低エコー域として描出されるように

加工した。ポケットオーラルエコー®は発表者らが株式会社デントロケミカルとの共

同開発により商品化を進めているポケット型の口腔内超音波診断装置であり、舌に適

した歯ブラシ型の 10MHz 探触子を有し、本体はタブレット型で簡便に操作できる。本

装置を用いて模擬舌癌ファントムを走査した結果、粘膜上皮層と粘膜下層、筋層を分

離でき、粘膜上皮層と粘膜下層の厚さを計測することが可能であった。また模擬癌領

域は辺縁不整な低エコー域として明瞭に描出され、表面から最深部（浸潤先端を想定）

までの厚さを計測することができた。 

  



 

７．歯科における AI 関連授業の位置付けと方向性について 

西山秀昌 1、丹原 惇 2、秋葉陽介 3、斎藤有吾 4、小野和宏 5、濃野 要 5、林 孝文 1 
1新潟大学大学院 医歯学総合研究科 顎顔面放射線学分野 
2新潟大学大学院 医歯学総合研究科 歯科矯正学分野 
3新潟大学大学院 医歯学総合研究科 生体歯科補綴学分野 
4新潟大学 教育基盤機構 教学マネジメント部門 
5新潟大学大学院 医歯学総合研究科 口腔生命福祉学講座 

AI の急激な浸透は歯科教育の現場にも多大な影響を及ぼしつつある。令和４年度改

訂版の「歯学教育モデル・コア・カリキュラム」には臨床推論の重要性が謳われつつ、

臨床推論をブラックボックス化しうる AI 関連が含まれている。生成 AI に関しては

2023 年の春に世界規模で混乱が生じた。このような環境で、臨床にて AI を利用した

場合に最終的に使用者責任を負わされる歯科医師の卒前教育に求められるものは、他

学部と同等で良いのだろうか？今回、新潟大学の歯学部学生に生成 AI の利用を許可

した課題を課したところ、自動化バイアスに分類される事項が含まれていることが分

かった。本件を元に AI 関連授業の位置付けと方向性について考察を行ったので報告

する。 

 

 

 

 

 

 

 

８．いわき市における DIYと自治体線量計による家屋線量低減（７） 

森田康彦 いわき市 

これまでいわき市での自宅の福島原発事故による線量の低減工事と測定を行ってき

た。１-A）低線量化がなされていく過程で花、苔などの測定から現在もある飛来物

あるいは過去の粉塵に危険性が明らかになってきた。１-B) 農地や肥料土壌の多い

当地では 40Kによる線量（土壌ゆえ粉塵吸引の危険性は低いと思われる）の有無が

非常に異なっていた。２）また、遮蔽板の設置により散乱線とビルドアップの評価

が（特に家屋内）では重要になってくる。これらの点で自治体貸与線量計の工夫、

NaIシンチレーションサーベイメータ単体での限界は明らかで、屋外で 40Kと

137Cs、低エネルギー成分の 3点程度でよいからスペクトル分離のされる測定系に必

要性が示された。 

  



 

Session 2 (15:30～16:20)座長：亀田綾子 日本歯科大学新潟生命歯学部 
 

９．Relationship between CT values and salivary gland SPECT/CT SUV for parotid  

glands in patients with submandibular sialolithiasis 
Yuka Tanabe1, Ichiro Ogura2 
1Comprehensive Dental Care, The Nippon Dental University Niigata Hospital 
2Department of Oral and Maxillofacial Radiology, The Nippon Dental University  
School of Life Dentistry at Niigata 

Objective: The aim of this study was performed to investigate the relationship between 
CT values and salivary gland SPECT/CT SUVs for parotid glands in patients with 
submandibular sialolithiasis. Methods: A prospective study was performed in 12 
patients with submandibular sialolithiasis who underwent CT and salivary gland 
SPECT/CT. The CT values and SUVs of parotid glands was obtained using a 
workstation and software. The salivary secretion function of parotid glands was defined 
as ratio of pre- to post-stimulation on SUVs. Results: The ratio of pre- to post-
stimulation on maximum SUVs were significantly correlated with minimum CT values 
and average CT values. Conclusion: The CT values and salivary gland SPECT/CT 
SUVs can be useful in clinical practice for the quantitative management of salivary 
glands in patients with submandibular sialolithiasis.  

 

 

 

 

 

 

 

10．拡散強調 MRIを用いた歯原性角化嚢胞の ADC値と年齢との関連性の評価 

大塚 航平、伊東 浩太郎、村岡 宏隆、平原 尚久、德永 悟士、渥美 龍雅、金田 隆 

日本大学 松戸歯学部 放射線学講座 

本研究の目的は拡散強調 MRIを用いて歯原性角化嚢胞（OKC）の apparent diffusion 

coefficient values（以下 ADC値）と年齢との関係を評価することである. 2019年 4

月から 2023 年 3 月の間に，本病院にて MRI 検査を施行し，病理検査にて OKC と確定

診断された 60 名の患者（男性 43 名，女性 17 名，年齢分布 9-86 歳，平均年齢 45.8

歳)を対象とした．MR 撮像は 1.5 T の MR 装置を用いて実施した． ADC map を用い

て，体軸横断像上で病変の最大面積となる部分に関心領域を設定し，ADC 値を計測し

た．統計処理は Pearson の相関係数を用いて，OKC の ADC 値と年齢との相関分析を行

った．p＜0.05にて有意性を示すものとした．全ての OKCの平均 ADC 値は 0.91±0.22

×10−3mm2/sであった．また，ADC値と年齢の間には有意な負の相関関係がみられた(r 

= -0.38, p = 0.003)．本研究では，加齢と共に嚢胞腔内の内容物に変化が生じ，嚢

胞内部の水分子の拡散性が減少したことにより，ADC 値が低下したと考えられた．以

上の結果より，拡散強調 MRIより得られた ADC 値が OKCの定量評価に有用である可能

性が示唆された． 

  



 

11．顎変形症患者の CT 検査で検出された偶発所見 

岩田 洋 1、神尾 崇 1,2、林 宗廣 1、齋藤 圭輔 1、浅海 利恵子 1,2、 

永浦 まどか 1,2、河合 泰輔 1,2 
1日本歯科大学 附属病院 放射線・病理診断科 
2日本歯科大学 生命歯学部 歯科放射線学講座 

【目的】我々は画像診断で偶発所見（Incidental findings；IFs）を検出することを

しばしば経験する。インプラント埋入手術前の検査における IFsの調査は多いものの、

顎変形症患者を対象とした頭頸部 IFs の報告は少ない。本検討は顎変形症患者の CT

画像における IFs の検出頻度、画像的特徴を明らかにすることを目的とした。【対象

および方法】2020 年 1 月から 2023 年 12 月までに顎変形症の診断を受け、術前の CT

検査を行った 193名（男性 63名、女性 130名、平均年齢 26.7歳）を対象とし、検出

された IFs について検討した。【結果および考察】193 名のうち 89.1％が頭蓋内外に

少なくとも 1つの IF を有していた。頭蓋外 IFs として扁桃結石は最頻出(25.0%)であ

った。頭蓋内 IFsの大半(89.8％)は松果体の石灰化を疑う構造物であった。顎変形症

患者の CT 画像においても何らかの IFs が検出される頻度は高く、画像の注意深い観

察に加え、IFsの理解および適切な認識が重要であると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

12．頭頸部 CTを用いた顔面領域の脂肪体と HbA1cとの関係 

渥美龍雅、伊東浩太郎、村岡宏隆、小松知広、大塚航平、廣畠彰哉、 

小日向裕太、金田 隆 

日本大学 松戸歯学部 放射線学講座 

【緒言】本研究の目的は、CTを用いて頬部脂肪体の厚さを測定し HbA1c との関係を

明らかにすることである。【対象および方法】本学付属病院放射線科にてインプラン

ト術前検査のため CT および血液検査を施行した患者、245名を対象とし、前鼻棘レ

ベル CT Axial断面にて頬部の最大豊隆部から頬筋の最近傍点までの厚さを手動で計

測した。頬部脂肪体の厚さと HbA1cとの相関および年齢との相関を Spearmanの相関

係数および ROC解析を用いて検討を行った。【結果】HbA1cと頬部脂肪体との関係に

正の相関がみられ、年齢によって頬部脂肪体の厚さに明らかな相関はみられなかっ

た。糖尿病を予測する ROC解析において頬部脂肪体の厚さ 10.54mm 以上のカットオ

フ値が得られ、優れた感度を示した（感度 86.4％）。【結語】本研究より HbA1cの値

と頬部脂肪体の厚さの関係が明らかとなった。CT画像上の頬部脂肪体の厚さから糖

尿病を検出することができる事が示唆された。 

  



 

13．アルツハイマー型認知症患者の海馬萎縮と咬合支持の関連性について  

谷口紀江 1、泉 雅浩 1、眞鍋雄太 2、木本克彦 3、香西雄介 4、櫻井 孝 1 
1神奈川歯科大学 歯学部 画像診断学分野  
2神奈川歯科大学 歯学部 認知症医科学分野 
3神奈川歯科大学 歯学部 クラウンブリッジ分野  
4神奈川歯科大学 教育企画部 

アルツハイマー型認知症（AD）においては、記憶や空間学習能力をつかさどる海馬が

萎縮することが数多く報告されている。一方、非認知症患者においては咬合支持が認

知機能を改善させるとの報告がある。今回我々は AD 患者における海馬の体積と咬合

支持との関連性について検討を行ったので報告する。対象は当大学附属病院高齢者内

科の AD患者 38名とした。画像分析ソフトを用い MRI上の海馬の萎縮の度合いを求め

た。咬合支持に関しては、Eichner の分類を用いた。その結果、いずれの群も海馬の

体積に有意差はなく、AD 患者においては咬合支持と海馬の体積に関連性がない可能

性が示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

14．FDG-PETの集積パラメータおよびテクスチャ解析による舌扁平上皮癌患者の 

頸部転移評価 

中村伸、栗林亜実、隠岐安利紗、渡邊裕、今泉晶子、三浦雅彦 

東京医科歯科大学大学院 歯科放射線診断・治療学分野 

FDG-PET 上での集積パラメータやテクスチャ解析が舌扁平上皮癌患者の頸部転移診断

に寄与できるかを調査した。142 患者を対象とし、カルテより臨床情報、術前 PET か

ら原発巣および最大リンパ節の集積パラメータ、原発巣のテクスチャ特徴量を取得し、

これらと頸部転移との関連をロジスティック回帰によって評価した。転移の有無は病

理学的およびフォローアップにて決定した。①リンパ節 SUVmaxおよび ②専門医によ

る視覚的 5 段階評価による転移診断と ③ロジスティック回帰式より得られた転移診

断とを ROC解析にて比較したところ、③で有意に高い診断能を示した。ロジスティッ

ク回帰は舌扁平上皮癌患者の頸部転移診断能の向上に寄与できる可能性がある。 

  



 

15．脂質異常症患者における耳下腺の CTテクスチャ解析 

伊東浩太郎、渥美龍雅、大塚航平、藤野紘亘、金田 隆 

日本大学 松戸歯学部 放射線学講座 

【目的】本研究の目的は、CTテクスチャ解析を用いて耳下腺を定量的に評価し、頭頸

部 CT画像から脂質異常症を検出することである。【材料と方法】本研究は、本学付属

病院で脳ドックを受診した 68 名の患者を対象とした。これらの患者は、血液検査に

より脂質異常症と診断された 28 名と、対照群の 40 名に分けられた。耳下腺の CT テ

クスチャ特徴量は、オープンアクセスソフトウェア LIFExを使用して分析した。得ら

れたテクスチャ特徴量は、Student’s t test を用いて評価した。【結果】CTテクス

チャ機能のうち、6 つのヒストグラム機能、1 つ GLCM 機能、2 つの GLRLM 機能、およ

び 2 つの GLZLM 機能が、脂質異常症患者と対照患者の耳下腺間で有意な差を示した。

【結語】耳下腺の CT テクスチャ解析は、脂質異常症患者の耳下腺を定量的に評価す

る手段として有用であり、頭頸部 CT 画像から脂質異常症を検出することができるこ

とが示唆された。 

 

 

 

 

  



  



 

【協賛一覧（50音順）】 

 

<広告企業> 

朝日レントゲン工業株式会社 

株式会社 考古堂書店 

株式会社フィリップス・ジャパン 

株式会社フラット 

キャノンメディカルシステムズ株式会社 

クロスウィルメディカル株式会社 

クロステック株式会社 

GEヘルスケア・ジャパン株式会社 

シーメンスヘルスケア株式会社 

東洋メディック株式会社 

日本メジフィジックス株式会社 

メディア株式会社 

有限会社 東京プリント社 

和田精密歯研株式会社 

 

<寄付企業> 

株式会社ヨシダ 

  



 

 



 

 

 



 

 

 

 

 



 



 

 



 



 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 



 

 



 



 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 


